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岡山県北部の長期積雪地域における
ニンニクʻ福地ホワイトʼの栽培適性

佐野　大樹・岸本　直樹・森本　泰史
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緒　言

ニンニク（Allium Sativum L.）は岡山県北部において，
夏秋どりの施設園芸とも複合経営が可能な品目として
注目されている．その品種のうち‘福地ホワイト’は，
ニンニク特有の臭さ，辛味及びえぐみが少なく，まろ
やかな甘みがあり，1りん片が大きく調理の手間が少
ないことなどから市場で高く評価され，安定生産が求
められている．‘福地ホワイト’の主な産地である青
森県では，一般的に以下のような栽培が行われてい
る．すなわち，りん片が休眠から覚める9～10月に植
え付け，葉が数枚展開した状態で積雪下で越冬する．
融雪後に急速に地上部の生育が進む間に，花芽が分化
し，続いて4月下旬から5月上旬にりん片が通常6個程
度分化する．その後りん片が肥大して球が形成されて
いき，6～7月に収穫する（庭田・豊川，2009）．
このように，正常な球形成のためには花芽が分化す

ることが必須であるが，花芽分化のための低温要求量，
並びに分化したりん片が温度や長日条件に反応して肥
大していく関係には品種間差があることが知られてい
る（庭田・豊川，2009）．‘福地ホワイト’は，長期の
積雪期間があり，緯度が高い青森県（北緯40°付近）
由来の在来種である．そのため岡山県内における導入
地域としては，12月から3月の長期積雪期間に十分な
低温期間に遭遇して，りん片の分化が大きく遅れない
とみられる準高冷地域が考えられる．しかし岡山県北
部は北緯35°付近にあり，りん片の肥大期に当たると

予想される5～6月の日長時間は青森県に比べて約30分
短い（小中，1997）．このため岡山県北部はりん片の
肥大に関してやや不利な条件にある可能性もあり，収
穫球の1球重を確認する必要がある．
そこで本報では，岡山県北部の長期積雪地域におけ
る‘福地ホワイト’の融雪期の枯死の程度を確認する
とともに，りん片の分化期，及び収穫時の1球重を検
討し，栽培適性を評価したので報告する．

材料及び方法

1．̒ 福地ホワイトʼと暖地由来品種の枯死株率と1球
重の比較（試験1）
‘福地ホワイト’の長期積雪地域での生産の安定性
を検討することを目的に，‘福地ホワイト’と，西南
日本の根雪のない地域に適しているとされる‘鹿児島
特1号’，‘平戸在来’，‘上海早生’の融雪期の枯死株
率と1球重等を比較した．試験は岡山県農林水産総合
センター農業研究所高冷地研究室の露地圃場（真庭市
蒜山東茅部．東経133度41分，北緯35度16分．標高460
ｍ）において行った．購入した新鮮重10～15ｇのりん
片を，2010年10月5及び6日に植え付けた．本県で生産
している現地と同様に，栽植距離は畝間1.4ｍ，株間
0.18ｍ，条間0.20ｍの4条植え（栽植密度1,587株/a）と
し，半透明のグリーンマルチを用いた．施肥は，現地
で行われている施肥と同等の生育及び1球重が得られ
る方法として，尿素（0.7㎏-N/a），溶出期間が30日の
リニア溶出タイプ（0.4㎏-N/a）及びシグモイド溶出タ
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イプ（0.8㎏-N/a）の被覆尿素を施用し，窒素を合計で
1.9㎏-N/a施用した．分げつは4月中旬に掘り取って株
当たり1本を残し，抽苔した花茎は6月上旬に摘除した．
2011年7月4日に収穫した．
融雪3週後の2011年4月18日に，枯死した株（生葉が

すべて失われ，新葉の伸長もみられないもの）の数を
計測した．以下のように枯死株率を算出した．

枯死株率＝枯死株数÷植付株数×100(%)

同時に，生存株の最大葉長を計測した．
収穫した球の上端から5㎝上の部位で地上部と切断

し，根を切って新鮮1球重を計測した．1区20株を乱塊
法で3反復設置した．統計処理は，平均値の有意差に
ついてTukey法で多重比較検定を行った．
2．̒ 福地ホワイトʼのりん片分化期（試験2）
岡山県の長期積雪地域における本品種のりん片分化
期を確認するため，2009年10月16日に植え付けた．施
肥は，肥効調節型肥料3.0㎏-N/a相当を基肥施用し，4
月8日に化成肥料で0.3㎏-N/a相当を追肥した．2010年
4月12，20及び27日に6～10株を採取して生長点付近を
実体顕微鏡で観察した．
3．̒ 福地ホワイトʼの1球重の年次間差異（試験3）
岡山県の長期積雪地域における本品種の球の肥大程
度，及び異なる年次を通じた安定性を評価するため，
2011年産は2010年9月27日植付け，翌年7月4日収穫，
2012年産は2011年9月28日植付け，翌年6月19日収穫，
2013年産は2012年9月26日植付け，翌年6月24日収穫と
し，試験1と同じ方法で新鮮1球重を調査した．2011年
産及び2012年産は購入したりん片を用いて1区20株を3
反復，2013年産は2012年産で収穫したりん片を用いて
2反復を設置した．いずれの年も新鮮重10～15ｇのり
ん片を植え付けた．施肥は，2011年産では，尿素（0.7
㎏-N/a），溶出期間が30日のリニア溶出タイプ（0.4㎏
-N/a）及びシグモイド溶出タイプ（0.8㎏-N/a）の被覆
尿素を施用し，窒素を合計で1.9㎏-N/a施用した．その
後の検討で，被覆尿素を用いた全量基肥栽培での適正
な窒素施肥量の上限は2.5㎏-N/aとみられたことから
（佐野ら，2014b），2012年産及び2013年産では尿素（0.7
㎏-N/a），溶出期間が30日のリニア溶出タイプ（0.4㎏
-N/a）及びシグモイド溶出タイプ（1.4㎏-N/a）の被覆
尿素を施用し，窒素を合計で2.5㎏-N/a施用した．各年
において，化成肥料によりリン酸3.2㎏-P2O5/a，カリ2.0
～2.3㎏-K2O/aを施用した．

結　果

1．̒ 福地ホワイトʼと暖地由来品種の枯死株率と1球
重の比較（試験1）
融雪3週後には，‘福地ホワイト’の枯死株率は0%

であり，‘平戸在来’及び‘上海早生’に比べて有意
に低かった（図1）．同時期の‘福地ホワイト’の最大
葉長は，‘平戸在来’及び‘上海早生’に比べて有意
に短かった（図2）．‘福地ホワイト’は長期積雪前の
11月29日には葉にウイルスが原因とみられるモザイク
症状が明瞭に観察され，栽培期間を通じて生育量が小
さかった（データ省略）．収穫時の新鮮1球重も40ｇと
小球であったものの，その他の3品種に比べて有意に
大きかった（図3）．なお，本年産の‘福地ホワイト’
の生育の推移は佐野ら（2014a）の報告に示す．
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2．̒ 福地ホワイトʼのりん片分化期（試験2）
4月12日にはりん片分化は全く認められなかったが，

4月20日には4割の株でりん片分化の開始を確認した
（表1）．その後4月27日にはほとんどの株でりん片分化
中であった．
3．̒ 福地ホワイトʼの1球重の年次間差異（試験3）

2011年産では前述のように葉にモザイク症状が明瞭
に観察され，収穫時の新鮮1球重は40ｇと小さかった
（図4）．2012年産及び2013年産では葉のモザイク症状
はほとんど認められず，2012年産では115ｇ，2013年
産では99ｇの新鮮1球重が得られた．

考　察

各年産ともに12月上中旬に初積雪があり，2010年産
は12月17日～1月22日，2011年産は12月23日～3月20日，
2012年産は12月9日～3月23日，2013年産は12月18日～
3月6日にわたって長期積雪となった（表2）．2010年産
では，1月22日に融雪した後も4月まで断続的に積雪が

あった．このように，試験1～試験3では，ニンニクが
長期間積雪下にある条件で栽培を行った．
試験1で融雪3週後の枯死株率の品種間差異を検討し
たところ（図1），暖地由来の‘上海早生’及び‘平戸
在来’は枯死株率が高かったのに対し，寒地由来の‘福
地ホワイト’は低かった．本年産の‘福地ホワイト’
は，種苗用りん片を購入して植え付けたものの，長期
積雪前の11月29日には葉にウイルスが原因とみられる
モザイク症状が明瞭に観察された．青森県における各
産地では，アブラムシ類が媒介するリーキイエロース
トライプウイルス等のニンニクへの感染が認められて
おり，これらのウイルスの単独接種あるいは重複接種
により，平均球重が小さくなったことが報告されてい
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る（青森県，1998）．葉にモザイク症状が明瞭に認め
られたものの，‘福地ホワイト’の1球重は暖地由来の
品種に比べて大きく（図3），岡山県北部の長期積雪地
域に適していると考えられた．
ニンニクの凍害耐性に関する報告は少なく，その機
構は不明なところが多いが，一般に植物は低温に遭遇
すると，体内のデンプンなどをショ糖等に変えること
で耐凍性を高める（匂坂，1983）．また，加藤・北村
（1983）はニンニク‘壱岐早生’の種苗用りん片を低
温処理して花成を早めたところ，葉中の糖度が下がる
とともに低温による葉の凍害が助長されたことを報告
しており，ニンニクにおいても体内の可溶性の糖類の
濃度を高く維持することが凍害を回避する機構の一つ
になっていることが示唆される．本報において，‘福
地ホワイト’の融雪3週後の最大葉長は，‘上海早生’
及び‘平戸在来’に比べて有意に短かった（図2）．石
橋ら（1987）も，‘福地ホワイト’は，九州地方の在
来種に比べ冬期における新葉の伸長の速度が遅かった
ことを報告している．寒冷な時期に‘福地ホワイト’
の新葉の伸長が停滞する特性は，体内の糖類の濃度を
高く維持することを通じて，凍害への耐性を高める一
因になっていた可能性がある．また，‘上海’や九州
地方の在来種は‘福地ホワイト’より早期に結球する
とされている（石橋ら，1987）．‘福地ホワイト’は融
雪後の4月中下旬にりん片分化を開始し（表1），ほぼ
同時期に花芽分化するとみられたのに対し，暖地由来
の品種は積雪下あるいは融雪後まもなく花芽分化し
て，体内の糖類の濃度が低下し，凍害を受けやすかっ
たことも考えられる．
岡山県北部の長期積雪地域における‘福地ホワイト’
のりん片分化期を検討したところ，4月中下旬に開始
するとみられ（表1），青森県におけるりん片分化時期
とされる4月下旬から5月上旬（庭田・豊川，2009）に
比べて大きく遅れることはないと考えられた．岡山県
北部の12月から3月まで積雪があるような地域では，
‘福地ホワイト’は青森県とほぼ同等の期間，低温に
遭遇できたものと考えられる．

新鮮1球重の年次間差を調査したところ，モザイク
症状が明瞭であった2011年産を除き，2012年産で115
ｇ，2013年産で99ｇが安定して得られた（図4）．収穫
後の乾燥の終了は新鮮重の3割が減少する時点を目安
とするので（庭田・豊川，2009），外皮の除去も含め
た重量減少率を35%とすると，2012年産及び2013年産
の調整後の1球重はそれぞれ75ｇ（収量119㎏/a）及び
64ｇ（収量102㎏/a）程度とみられる．佐藤ら（1985）
は重さ11ｇのりん片を植え付け，栽植密度が本報（栽
植密度1,587株/a）より約4割多い2,195株/aの条件で，
ほぼ同等の1球重64ｇ（収量141㎏/a）を得ている．ま
た肥口・横井（1976）は，栽植密度2,000～2,500株/
aの条件で，120～140㎏/aの収量（1球重約60ｇ相当）
を得ている．このように岡山県北部では疎植条件で栽
培しているものの，青森県の慣行的な栽植密度での栽
培と同程度の1球重に止まっている．ニンニクのりん
片分化後の肥大は高温・長日条件で促進されるとされ
ている（庭田・豊川，2009）．4月中下旬に分化したり
ん片の肥大期に当たる5月及び6月の平均気温は，表2
に示すように岡山県北部の長期積雪地域では，青森県
の主産地である十和田市付近に比べて高く推移する傾
向にあり，気温の面からはりん片の肥大に有利と考え
られる．一方，岡山県北部の日長時間はそれぞれ14.0
時間及び14.4時間で，青森県より0.4～0.6時間短く（小
中，1997），日長に関してはりん片の肥大にやや不利
な条件にあると考えられる．加えて表3に示すように，
4～6月の日照時間は十和田市付近で合計545時間であ
るのに対し，真庭市「上長田」及び新見市「千屋」で
はそれぞれ471時間及び480時間と短い．また4～6月の
降水量は十和田市付近で合計233㎜であるのに対し，
真庭市「上長田」及び新見市「千屋」ではそれぞれ
454㎜及び493㎜と多い．このように岡山県北部の長期
積雪地域では青森県に比べて，日長時間が短いこと，
曇雨天によって日照時間が短くなること等により，地
上部の生育及びりん片の肥大がやや抑えられている可
能性がある．しかし，本地域においても，‘福地ホワ
イト’は平均新鮮1球重として約100ｇ以上が得られ，
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市場の規格におけるL球及びM球が収穫球の多くを占
める生産ができることが確認され，栽培適性があると
考えられた．次報（佐野ら，2014a）においては，安
定した大玉生産を図るための植付適期について検討す
る．

摘　要

岡山県北部の長期積雪地域において‘福地ホワイ
ト’は，融雪3週後の枯死株率が暖地由来の品種に比
べて低く，収穫時の1球重は大きかった．‘福地ホワイ
ト’のりん片分化は4月中旬から下旬に開始し，主産
地の青森県に比べて大きく遅れることはないと考えら
れた．10～15ｇのりん片を植え付けた条件では，試験
した3年のうち葉のモザイク症状が明瞭であった1年を
除いて，新鮮1球重の平均として約100ｇ以上が得られ
た．以上の結果から，‘福地ホワイト’は本地域にお
ける栽培適性があると考えられた．
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